
●沼津市の被害状況報告について

市町

物的被害(単位：棟数)
住家 非住家

全壊 半壊 一部
損壊

床上
浸水

床下
浸水

公共
建物その他

島田市      1 2   
浜松市 4  1 34 135   
磐田市      20 21   
袋井市      1 13   
森町       2     

掛川市    2      1
湖西市  1        1
富士市      12 56   
静岡市      3 116   
三島市        1   
沼津市      100 200   

計 4 1 3 173 544  2

・６月５日（月） 16時30分・６月５日（月） ９時30分

市町

物的被害(単位：棟数)
住家 非住家

全壊 半壊 一部
損壊

床上 
浸水

床下
浸水

公共 
建物その他

島田市      1 2   
浜松市 4  1 34 135   
磐田市      20 21   
袋井市      2 12   
森町       2     

掛川市    2      1
湖西市            1
富士市      8 25   
藤枝市             
静岡市      3 116   
三島市        1   

計 4  3 70 312  2

・６月２日（金）に被害状況の報告を市町宛
 て県独自に依頼 （報告期限：５日９時）

・沼津市から５日12時（月）に調査中と報告
 （その後報告なし）

・夕方、危機管理部の報告（左表）と報道で
 被害状況確認
  浸水０→300 ※しかも概数

・市の廃棄物担当課との連絡が取れず、市内
 の状況が不明
 （対応が出来ていないのではないか？）

６月６日（火）に、環境省関東地方環境事務所と県が現地確認を実施
○沼津市の現地確認結果
 ・仮置場が一カ所、各自治会毎に品目表示板を掲げた
  臨時集積場が設置。
 ・ごみは分別廃棄が適切に指示され、定期的に
  仮置場に移送されていた。 
 ・災害廃棄物の発生に関する混乱はなかった。

→過去の浸水対応のノウハウで行動していた。

６月２日（金）からの大雨による静岡県の被災状況等（土日を挟んだ情報の把握・対応）
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●磐田市の被害状況報告について

○今回の災害での課題
　・被災自治体からの迅速かつ正確な情報伝達
○所管
　・現場確認を行うことの大切さを改めて認識
　・被災市町も経験が活かされていた。研修や訓練・応援に行く経験も重要

・河川が氾濫し、住家等への浸水被害が生じた。（床上浸水19件、床下浸水28件）

６月２日（金）からの大雨による静岡県の被災状況等（土日を挟んだ情報の把握・対応）

・災害廃棄物が発生したため、地区の集積所が設置された。
・分別の案内表示板が設置され、住民の集積は適切に行われていた。 

今回の県の対応の振り返り

→　今後も、継続して研修や訓練を積み重ねていく


